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司
会
質
問
用
紙
か
ら
の
質
問
で
す
。
木
村
先
生
、
仏
教
史
の
視
点
か
ら
、
嗣
法
の
あ
り
方
や
輪
住
に
関
わ
っ
て
お
話
く
だ
さ
い
。
木
村
イ
ン
ド
で
は
一
般
に
、
師
か
ら
弟
子
へ
教
え
が
伝
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
が
、
釈
尊
や
初
期
仏
教
の
あ
り
方
が
そ
う
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
。
ど
う
も
釈
尊
は
よ
り
開
か
れ
た
形
で
教
え
を
説
か
れ
、
弟
子
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
法
を
伝
え
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
後
に
は
弟
子
た
ち
の
代
表
が
十
大
弟
子
と
し
て
整
理
さ
れ
ま
す
が
、
十
は
完
全
性
を
象
徴
す
る
数
字
で
す
の
で
、
そ
の
意
味
を
込
め
て
ま
と
め
ら
れ
た
数
だ
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
ド
の
仏
教
に
お
い
て
は
、
一
人
か
ら
一
人
へ
と
い
う
継
承
性
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
る
こ
と
な
く
展
開
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
イ
ン
ド
で
も
、
密
教
に
な
る
と
、
師
弟
間
の
継
承
の
系
譜
が
尊
重
さ
れ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
中
国
に
仏
教
が
伝
わ
っ
た
後
は
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
で
す
が
、
師
弟
関
係
が
極
め
て
重
視
さ
れ
る
流
れ
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
禅
宗
が
そ
う
で
し
た
。
司
会
瑞
世
す
る
場
合
に
、
一
日
四
十
七
人
も
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
嗣
法
が
許
さ
れ
た
の
か
、
金
を
払
え
ば
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
部
パ
ネ
リ
ス
ト
木
村
　
清
孝
納
冨
　
常
天
尾
u
正
善
司
会
矢
島
　
道
彦
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よ
か
っ
た
の
か
。
納
冨
江
戸
時
代
に
な
り
ま
す
と
、
法
度
は
っ
と
（
法
令
）
が
定
め
ら
れ
、
嗣
法
の
た
め
の
修
行
期
間
が
決
め
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
は
そ
の
よ
う
な
も
の
は
な
く
、
師
匠
が
弟
子
の
境
涯
を
見
て
嗣
法
し
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
嗣
法
師
は
ほ
と
ん
ど
が
和
尚
で
す
が
、
十
六
世
紀
こ
ろ
に
は
一
部
、
首
座
・
書
記
・
監
寺
・
都
寺
な
ど
も
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
な
お
四
十
七
人
は
和
尚
に
な
る
資
格
取
得
の
た
め
に
し
た
も
の
で
す
。
司
会
今
の
話
は
、
瑞
世
で
す
ね
。
納
冨
そ
う
で
す
。
出
世
道
場
＝
總
持
寺
で
住
持
の
式
を
挙
げ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
瑞
世
し
て
黒
色
の
衣
を
改
め
て
色
衣
に
し
ま
す
の
で
、
転
衣
と
も
い
い
、
和
尚
と
も
称
さ
れ
ま
す
。
司
会
一
夜
住
職
で
両
本
山
に
上
が
り
ま
す
が
、
永
平
寺
か
總
持
寺
の
ど
ち
ら
に
行
く
か
は
ど
う
決
め
る
の
か
と
い
う
質
問
で
す
。
尾
x
は
じ
め
は
、
ど
ち
ら
で
も
良
か
っ
た
の
で
す
。
無
関
係
で
し
た
。
先
程
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
瑞
世
の
お
金
は
五
両
で
す
。
こ
れ
が
寺
経
営
に
影
響
す
る
の
で
、
瑞
世
師
を
奪
い
合
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
年
間
二
百
人
で
一
千
両
で
す
。
總
持
寺
に
は
四
百
人
が
上
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
へ
ん
か
ら
、
永
平
寺
か
總
持
寺
か
の
対
立
関
係
が
出
て
き
ま
す
。
次
に
『
住
山
記
』
の
前
提
を
お
話
し
ま
す
。
ま
ず
、
得
度
し
て
坊
さ
ん
に
な
り
ま
す
。
二
十
年
修
業
す
る
と
、
一
人
前
に
な
り
、
シンポジウム－パネルディスカッション
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さ
ら
に
各
地
域
の
住
職
に
な
っ
て
五
年
経
た
な
い
と
、
瑞
世
師
に
な
っ
て
本
山
に
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
記
録
が
名
簿
と
し
て
残
っ
た
の
が
『
住
山
記
』
で
す
。
経
済
的
理
由
か
ら
瑞
世
を
し
な
い
住
職
も
い
ま
す
。
各
寺
院
に
行
く
と
、
世
代
表
、
ま
た
何
世
と
い
う
位
牌
が
あ
る
場
合
に
、
前
の
總
持
寺
あ
る
い
は
、
前
の
永
平
寺
と
い
う
形
で
、
ど
っ
ち
に
行
っ
た
か
で
名
前
が
残
る
人
も
い
れ
ば
、
そ
れ
が
つ
い
て
な
い
人
も
い
ま
す
。
上
が
れ
な
か
っ
た
住
職
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
先
の
四
十
七
人
の
話
で
す
が
、
現
在
瑞
世
に
は
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。
私
の
場
合
、
永
平
寺
の
時
は
四
人
が
最
高
で
し
た
。
法
要
で
の
導
師
は
本
来
一
人
で
す
が
、
四
人
並
ん
で
導
師
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
四
十
七
人
並
ぶ
と
ど
う
な
る
か
。
そ
こ
で
、
住
職
の
式
を
し
ま
す
。
そ
の
後
、
京
都
に
行
っ
て
正
式
に
認
可
さ
れ
て
帰
っ
て
き
ま
す
。
神
奈
川
県
の
寺
の
僧
侶
が
石
川
県
に
行
き
住
職
を
務
め
て
、
京
都
に
行
き
戻
っ
て
く
る
。
こ
れ
に
、
か
な
り
の
日
数
と
お
金
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
永
平
寺
は
福
井
な
の
で
京
都
に
近
く
、
旅
費
も
少
な
く
有
利
で
し
た
。
司
会
通
玄
派
が
最
大
だ
っ
た
理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
。
納
冨
そ
れ
は
通
幻
寂
霊
に
は
、
了
庵
恵
明
・
石
屋
真
梁
・
普
済
善
救
・
天
真
自
性
を
は
じ
め
、
優
秀
な
門
弟
が
た
く
さ
ん
い
て
活
躍
し
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
ま
た
通
幻
派
の
拠
点
寺
院
で
あ
る
摂
丹
境
永
沢
寺
、
越
前
竜
泉
寺
、
相
模
最
乗
寺
な
ど
も
輪
住
制
を
採
用
し
、
門
流
の
団
結
と
発
展
を
は
か
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。『
總
持
寺
住
山
記
』
を
一
覧
し
て
も
通
幻
派
が
非
常
に
目
に
つ
き
ま
す
が
、
同
日
輪
住
を
例
に
と
り
ま
す
と
、
享
保
十
九
年
三
月
八
日
、
輪
住
者
二
十
七
人
中
二
十
一
人
が
通
幻
派
で
す
。
同
じ
よ
う
に
宝
暦
二
年
八
月
十
四
日
は
三
十
九
人
中
二
十
六
人
、
享
和
二
年
八
月
十
八
日
は
三
十
二
人
中
二
十
四
人
、
天
保
二
年
八
月
十
四
日
は
二
十
四
人
中
十
八
人
、
嘉
永
五
年
八
月
十
五
日
は
四
十
七
人
中
三
十
二
人
、
元
治
元
年
八
月
十
五
日
は
二
十
二
人
中
十
七
人
と
通
幻
派
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が
大
勢
を
締
め
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
同
じ
地
域
か
ら
上
山
し
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
司
会
費
用
の
こ
と
で
す
。
五
院
で
し
ょ
う
か
、
輪
住
交
替
時
に
は
船
便
で
總
持
寺
の
表
玄
関
・
黒
島
に
上
陸
し
、
總
持
寺
御
用
の
森
岡
屋
で
休
憩
し
、
旅
装
を
整
え
十
万
石
の
大
名
の
格
式
で
行
列
を
整
え
上
山
し
た
よ
う
で
す
が
、
費
用
は
ど
の
位
か
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
納
冨
そ
れ
は
『
能
登
總
持
寺
物
語
』
に
述
べ
て
あ
り
ま
す
が
、
祖
院
の
資
料
に
基
づ
い
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
總
持
寺
の
資
料
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
總
持
寺
に
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）、
伊
予
渓
寿
寺
仏
海
真
禅
が
伝
法
庵
に
輪
住
し
た
と
き
の
「
諸
嶽
山
輪
番
日
鑑
」
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
住
持
と
伴
僧
二
名
（
侍
者
と
典
座
）
お
よ
び
奉
公
人
三
名
、
合
計
六
名
で
上
山
し
た
と
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
往
復
の
旅
費
、
一
年
間
の
滞
在
費
、
お
よ
び
諸
経
費
な
ど
を
考
え
ま
す
と
、
よ
し
ん
ば
伝
法
庵
在
任
中
の
手
当
（
出
世
僧
に
比
例
し
、
安
政
六
年
〈
一
八
五
九
〉
の
場
合
、
一
院
宛
二
十
両
余
）
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
莫
大
な
費
用
（
数
百
両
）
を
要
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
司
会
『
住
山
記
』
を
見
る
方
法
は
？
尾
x
總
持
寺
の
宝
物
殿
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
部
は
、
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
冊
数
が
多
い
の
で
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
術
的
研
究
と
い
う
名
目
で
、
總
持
寺
の
尚
事
寮
へ
拝
見
願
い
を
出
し
て
、
許
可
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
宝
物
殿
は
土
・
日
・
祝
日
し
か
開
館
し
て
い
ま
せ
ん
。
あ
れ
だ
け
の
資
料
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
に
は
十
分
だ
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。
司
会
原
物
で
な
く
て
よ
け
れ
ば
、
写
真
版
は
い
つ
で
も
見
ら
れ
ま
す
。
本
学
の
六
号
館
、
仏
教
文
化
研
究
所
の
図
書
室
に
コ
ピ
ー
が
あ
り
ま
す
。
納
冨
そ
ち
ら
の
ほ
う
が
よ
っ
ぽ
ど
良
い
と
思
い
ま
す
。
紙
焼
き
で
す
か
ら
、
原
物
と
比
較
し
扱
い
が
容
易
で
す
。
平
成
七
・
八
年
に
總
持
寺
の
許
可
を
得
て
、
調
査
用
と
保
存
用
を
九
十
六
万
円
か
け
て
作
り
ま
し
た
。
司
会
手
近
な
の
で
、
紙
焼
き
を
見
始
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
大
変
な
資
料
で
途
中
で
諦
め
ま
し
た
。
気
合
を
入
れ
て
目
的
を
持
ち
時
間
を
と
っ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
紙
焼
き
に
は
重
複
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
尾
x
は
い
。
そ
れ
は
、
写
真
撮
影
で
、
失
敗
の
と
き
の
た
め
さ
ら
に
一
コ
マ
撮
り
ま
し
た
。
紙
焼
き
の
時
に
チ
ェ
ッ
ク
し
な
か
っ
た
の
で
二
枚
に
な
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
写
真
の
写
り
が
悪
い
時
は
原
本
を
見
ま
す
。
現
在
も
作
業
中
で
す
が
、
急
に
写
り
が
悪
く
な
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
す
。
仰
る
と
お
り
冊
数
が
多
い
の
で
時
代
を
限
定
し
て
見
る
の
で
あ
れ
ば
、
効
果
的
で
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
大
変
で
す
。
司
会
輪
住
制
度
廃
止
は
明
治
三
年
で
す
。
そ
の
後
も
百
四
十
巻
ま
で
あ
り
ま
す
。
最
初
か
ら
す
べ
て
瑞
世
師
と
し
て
上
山
し
た
の
で
す
か
。
－29－
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納
冨
は
じ
め
は
瑩
山
門
徒
中
、
嗣
法
の
次
第
を
守
り
、
住
持
興
行
す
る
よ
う
に
示
さ
れ
た
「
洞
谷
山
尽
未
来
際
置
文
」
に
基
づ
き
、
法
嗣
が
住
持
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
も
峨
山
禅
師
の
「
總
持
寺
未
来
住
持
職
事
」「
惣
持
寺
山
門
住
持
職
事
」
を
は
じ
め
、
通
幻
寂
霊
や
惟
忠
守
勤
な
ど
の
置
文
に
よ
り
、
峨
山
門
派
が
器
用
な
仁
を
選
び
住
持
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
輪
住
期
間
が
五
年
―
三
年
―
半
年
―
三
ヶ
月
と
短
く
な
り
、
や
が
て
五
院
住
持
が
七
十
五
日
ず
つ
交
代
で
住
持
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
和
尚
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
瑞
世
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
木
村
峨
山
禅
師
の
總
持
寺
山
門
住
持
職
事
の
「
五
ヶ
年
住
持
す
べ
し
」
が
、
誤
読
さ
れ
て
五
院
制
度
の
発
足
と
な
っ
た
と
話
さ
れ
た
と
思
う
の
で
す
が
。
納
冨
そ
れ
は
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
の
「
惣
持
寺
山
門
住
持
職
事
」
に
「
嗣
法
の
次
第
を
守
り
、
五
ヶ
年
住
持
す
べ
し
」
と
あ
る
「
五
ヶ
年
」
を
「
五
ヶ
寺
」
と
誤
読
さ
れ
、
か
つ
「
五
ヶ
寺
」
を
五
院
と
理
解
さ
れ
た
た
め
、
五
院
は
そ
れ
以
前
に
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
た
の
で
す
。
し
か
し
五
院
の
成
立
時
期
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。
従
来
は
少
な
く
と
も
応
永
十
八
年
（
一
四
一
一
）
に
は
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
の
「
通
幻
和
尚
遺
戒
記
文
写
」
や
、
同
二
年
「
總
持
寺
第
五
世
通
幻
大
和
尚
喪
記
」
な
ど
に
よ
り
、
妙
高
庵
・
諸
塔
頭
・
伝
法
庵
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
永
光
寺
の
明
峰
素
哲
の
塔
頭
紹
燈
庵
が
、
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
に
は
存
在
し
て
い
ま
す
か
ら
、
あ
る
い
は
總
持
寺
五
院
も
明
徳
元
年
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
現
在
總
持
寺
に
あ
る
五
院
輪
住
帳
は
天
正
十
五
年
以
前
の
も
の
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
總
持
寺
は
何
度
も
火
災
に
遭
っ
て
い
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る
か
ら
で
す
。
永
禄
四
年
（
原
因
不
明
）、
元
亀
元
年
（
兵
火
）、
天
正
十
八
年
の
火
事
は
、
前
田
利
家
が
豊
臣
秀
吉
の
命
を
う
け
小
田
原
城
攻
め
の
た
め
に
埼
玉
ま
で
来
て
い
ま
す
。
そ
の
時
、
總
持
寺
が
火
災
に
遭
い
ま
す
が
、
早
速
再
建
の
書
状
を
出
し
て
い
ま
す
。
慶
長
二
年
に
は
方
丈
が
焼
け
ま
し
た
。
慶
長
十
九
年
に
は
如
意
菴
が
全
焼
し
、「
殿
宇
お
よ
び
古
書
誌
都
て
烏
有
に
作な
る
」
と
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
は
文
化
三
年
、
明
治
三
十
一
年
で
す
。
五
院
住
山
帳
で
天
正
十
五
年
以
前
の
も
の
は
何
時
逸
失
し
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
明
治
三
十
一
年
の
火
災
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
鶴
見
へ
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、
来
年
は
百
周
年
を
迎
え
る
次
第
で
す
。
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司
会
　
会
場
か
ら
の
質
問
を
受
け
ま
す
。
会
場
　
『
住
山
記
』
の
価
値
や
研
究
意
義
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
尾
x
ま
ず
、
門
派
や
地
域
の
展
開
の
研
究
に
有
効
で
す
。
派
に
つ
い
て
い
え
ば
通
玄
派
が
圧
倒
的
で
す
。
大
雄
山
の
最
乗
寺
の
系
統
や
私
の
寺
も
通
玄
派
で
す
。
こ
れ
以
外
は
、
寒
岩
派
は
少
な
く
て
も
影
響
力
は
強
か
っ
た
で
す
。
時
代
、
地
域
、
活
動
形
態
の
様
子
は
充
分
研
究
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
の
派
の
動
向
よ
り
も
、
江
戸
時
代
の
曹
洞
宗
の
勢
力
関
係
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。
住
職
の
派
の
違
い
も
『
住
山
記
』
か
ら
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
は
派
を
意
識
し
ま
せ
ん
が
、
寺
に
よ
っ
て
は
系
統
を
話
す
場
合
が
あ
る
の
で
、
派
の
考
え
方
は
生
き
て
い
ま
す
。
会
場
　
現
在
、
曹
洞
宗
に
お
い
て
派
の
動
向
は
意
識
さ
れ
ま
す
か
。
納
冨
そ
れ
は
学
問
的
に
必
要
で
、
生
活
上
で
は
さ
ほ
ど
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
先
般
、
東
北
の
人
と
会
い
ま
し
た
。「
私
の
寺
は
明
峰
派
だ
か
ら
肩
身
が
狭
い
」
と
言
い
ま
し
た
の
で
、
最
近
の
禅
師
は
明
峰
派
が
多
い
と
言
っ
て
お
き
ま
し
た
。
慶
長
以
降
、
徳
川
幕
府
は
本
末
制
度
を
作
り
、
寛
永
九
年
各
宗
本
山
に
本
末
帳
の
提
出
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
ま
と
ま
っ
て
あ
る
の
は
延
享
・
天
明
・
文
化
年
間
の
三
種
類
で
す
が
、
曹
洞
宗
は
一
七
、
〇
〇
〇
か
ら
一
八
、
〇
〇
〇
ヵ
寺
あ
り
ま
し
た
が
、
總
持
寺
の
末
寺
は
、
約
一
六
、
〇
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〇
〇
か
ら
一
七
、
〇
〇
〇
ヵ
寺
あ
り
、
そ
の
九
十
五
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
永
平
寺
末
は
、
大
乗
寺
、
宇
治
の
興
正
寺
、
肥
後
の
大
慈
寺
と
そ
の
派
下
の
寺
院
で
、
合
計
し
ま
す
と
、
一
三
七
〇
〜
八
七
三
ヵ
寺
で
五
％
前
後
で
す
。
ま
た
總
持
寺
の
瑩
山
門
流
で
も
、
明
峰
派
、
峨
山
派
な
ど
が
あ
り
、
峨
山
派
の
な
か
で
も
太
源
派
・
通
幻
派
・
無
端
派
・
大
徹
派
・
実
峰
派
に
分
か
れ
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
再
分
派
し
て
全
国
的
に
展
開
し
、
現
在
の
曹
洞
宗
教
団
が
成
立
し
て
い
ま
す
か
ら
、
曹
洞
宗
の
研
究
を
す
る
た
め
に
は
門
派
は
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
司
会
　
納
冨
先
生
の
最
初
の
論
文
は
、
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
の
紀
要
第
四
号
の
「
總
持
寺
『
住
山
記
』
に
つ
い
て
」
で
す
。
二
百
二
十
六
世
ま
で
克
明
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
『
住
山
記
』
と
関
係
資
料
と
の
対
比
で
す
。
そ
の
後
、
尾
u
先
生
が
論
文
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
峨
山
禅
師
が
輪
住
制
度
の
確
立
と
教
団
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
。
納
冨
峨
山
禅
師
が
總
持
寺
の
輪
住
制
度
を
確
立
し
て
い
ま
す
が
、
輪
住
制
度
の
基
は
永
光
寺
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
不
完
全
だ
っ
た
の
で
峨
山
禅
師
が
よ
り
強
固
に
し
ま
し
た
。
こ
の
輪
住
制
度
は
、
峨
山
門
派
の
拠
点
寺
院
に
も
導
入
さ
れ
、
団
結
と
発
展
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
明
治
維
新
前
に
輪
住
制
度
を
廃
止
し
た
寺
院
は
、
十
五
ヵ
寺
あ
り
ま
す
。
永
光
寺
（
石
川
）、
正
法
寺
（
岩
手
）、
永
澤
寺
（
兵
庫
）、
竜
泉
寺
（
福
井
）、
退
休
寺
（
鳥
取
）、
永
祥
寺
・
洞
松
寺
（
岡
山
）、
玉
林
寺
（
佐
賀
）、
福
厳
寺
（
愛
知
）、
禅
林
寺
・
慈
眼
寺
・
宗
生
寺
・
願
成
寺
（
福
井
）、
悟
真
寺
（
熊
本
）、
護
国
寺
（
大
阪
）
で
す
。
明
治
維
新
ま
で
持
続
し
た
の
は
十
三
ヵ
寺
で
す
。
竜
沢
寺
（
福
井
）、
大
洞
院
（
静
岡
）、
最
乗
寺
・
大
慈
院
・
報
恩
院
（
神
奈
川
）、
洞
慶
院
（
静
岡
）、
泉
福
寺
（
大
分
）、
泰
雲
寺
（
山
口
）、
竜
渓
院
・
泉
竜
院
・
長
興
寺
・
乾
坤
院
（
愛
知
）、
石
雲
院
（
静
岡
）
で
す
。
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ま
た
大
洞
院
は
普
蔵
院
に
六
十
数
回
輪
住
し
て
い
ま
す
が
、
大
洞
院
自
体
は
一
回
も
輪
住
せ
ず
、
全
部
、
末
寺
の
住
職
に
代
住
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
大
洞
院
自
体
が
輪
住
制
で
し
た
か
ら
、
普
蔵
院
へ
の
輪
住
が
不
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
ま
た
大
河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」
で
も
有
名
に
な
り
ま
し
た
雲
洞
庵
も
、
慈
光
寺
（
新
潟
）
の
輪
住
六
回
を
全
部
代
住
し
て
い
ま
す
。
司
会
　
『
住
山
記
』
は
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
た
か
、
そ
の
様
子
や
方
法
は
。
納
冨
下
書
き
、
覚
え
書
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
能
登
の
祖
院
に
『
住
山
記
』
が
七
、
八
冊
残
っ
て
い
ま
す
。
全
く
同
一
の
も
の
も
あ
る
し
、
下
書
き
ら
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
總
持
寺
の
も
の
は
き
ち
ん
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
祖
院
の
方
は
、
成
直
な
り
な
お
し
（
永
平
寺
に
瑞
世
し
た
も
の
が
、
多
分
總
持
寺
系
寺
院
の
住
持
に
な
る
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
再
度
總
持
寺
に
瑞
世
す
る
こ
と
）
な
ど
は
挿
入
し
て
あ
り
ま
す
が
、
總
持
寺
の
も
の
は
普
通
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
總
持
寺
の
も
の
は
清
書
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
司
会
　
住
持
名
が
な
い
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
尾
u
先
生
の
発
表
で
も
世
代
名
が
な
い
箇
所
が
多
い
と
あ
り
ま
し
た
が
。
尾
x
見
本
を
お
見
せ
す
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
派
の
横
に
数
字
が
あ
り
ま
す
。
数
字
は
完
全
に
続
き
番
号
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
瑞
世
師
の
名
前
が
あ
り
ま
せ
ん
。
年
と
月
と
日
が
あ
っ
て
、
そ
こ
だ
け
が
空
欄
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
何
世
で
何
日
と
い
う
定
型
は
最
初
に
書
い
て
あ
り
、
そ
こ
に
穴
を
埋
め
る
か
の
よ
う
に
、
瑞
世
師
名
と
日
に
ち
を
入
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
事
情
で
埋
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
瑞
世
師
が
何
人
も
な
い
の
は
、
元
帳
が
痛
ん
で
い
て
書
写
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
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会
場
　
活
字
化
し
た
理
由
は
。
納
冨
こ
の
『
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
で
第
一
号
だ
け
を
活
字
化
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ネ
ガ
が
だ
め
で
、
紙
焼
き
し
て
も
読
め
な
か
っ
た
か
ら
写
真
本
も
作
成
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
す
。
司
会
　
最
後
に
木
村
所
長
、
お
願
い
し
ま
す
。
木
村
本
日
は
長
時
間
、
納
冨
先
生
、
尾
u
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い
て
、
熱
心
な
討
議
、
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
皆
様
に
も
長
い
間
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
仏
教
文
化
研
究
所
は
仏
教
の
思
想
、
文
化
を
研
究
の
中
心
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
思
想
や
文
化
を
支
え
る
の
は
社
会
経
済
史
的
な
仕
組
み
で
あ
り
、
そ
の
部
分
も
し
っ
か
り
押
さ
え
て
い
か
な
い
と
、
実
態
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
ご
移
転
の
因
縁
に
因
み
、
熱
心
に
解
読
を
進
め
て
い
た
だ
い
た
お
二
人
の
先
生
を
中
心
に
、『
住
山
記
』
に
関
わ
る
発
表
と
討
論
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。『
住
山
記
』
は
、
ほ
ぼ
六
百
年
に
わ
た
る
資
料
で
す
。
し
か
も
欠
落
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
總
持
寺
を
拠
点
と
し
て
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
曹
洞
宗
教
団
の
あ
り
様
は
全
体
と
し
て
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
そ
こ
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
教
義
の
問
題
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
な
ど
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。
今
回
の
成
果
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
そ
れ
ら
の
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
永
平
寺
と
總
持
寺
、
二
つ
の
ご
本
山
を
核
に
置
く
宗
門
の
、
受
け
継
ぐ
も
の
は
受
け
継
ぎ
、
改
め
る
べ
き
は
改
め
て
、
更
な
る
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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司
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ご
移
転
百
年
の
記
念
事
業
と
し
て
ご
本
山
か
ら
出
版
さ
れ
ま
す
。
以
上
で
終
了
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
